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0-38当院臨床工学技士における人工呼吸器保守管理

および院内教育の検討
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[目的]

当院での臨床工学技士(以下 CE)の人工呼吸器関

連業務は、使用中・後点検、当直による 24時間の緊

急対応、年間メンテナンス計画の立案-遂行、人工呼

吸器関連物品の管理、新人看護師 -臨床研修医に対す

る講習会の開催がある。今回は、講官会に対する検討

および呼吸器関連物品であるテストラングの滅菌の必

要性を検討した。講習会は l年目・ 2年目の臨床研修

医および一般病棟に所属する新人看護師を対象とし l

回の受講人数は IO名程度とした。講習時間は約 l時

間で前半は講義、後半は呼吸器を使った取扱い説明と

した ，;w価には、講習会終了後のアンケー卜と 2∞l

年度-2αl6年度までの人工呼吸器に関連したインシ

デントレポートをilh、たc 新人石護師に対する講習会

では、主にアラームの対処が分かつてよかったという

意見が多く問かれた。しかし専門用語が多く説明の

スピードが早くついていけなかったという受講生もお

り、もっと分かりやすい説明が求められていた。臨床

研修医に対する講習会では講義よ りも実習時間が重要

であり、 2年目の臨床研修医ではより臨床での使い方

を習得したいとの意見が多く 、機器の細かい動作や使

い方の説明が必要であった。インシデント報告におい

ては、経験年数 1-3年目のスタッフによるものが半

数以上であった。内容別では、 白 による管理が始まっ

た2∞3年度より機器本体の故障や呼吸器回路に関す

る報告は減少。 しかし 2脳 年度は機器本体の故障に

よる件数が増加した。これは当院が2∞5年 12月に新

病院に移転した際に購入した機器が初期不良期間に

あった為と考えられた。なお取 り扱いに関する件数は

変化が見られなかった。

テス トラングの滅菌に関する検討では、使用後テ

ストラング 7件の滅菌前後で培養を行った。結果は滅

菌前で l件緑膿菌が検出され、滅菌後は菌の検出は無

かった。

[まとめ]

CEが人工呼吸器関連業務に携わるようになり、メ

ンテナンスi射では基本的に安全な運刷ができるよう

になった しかし設定ミスや機器の取扱いに関する

インシデント件数は変化が見られず、講習内科や51it

定確認の Jii去を見直すなどの必要があ ったO また新

人看護側と臨床研修|矢では講習内谷のニーズに違い

があり、各々にあった内容設定をする必要性が改め

てわかった。開催時期に関しては、新人看護師は業

務になれてきた時期、臨床研修医では早めの時期が

望まれていた。テス トラングの取扱いに関しては、

使用後病原菌が付着しているものがあり、滅菌の必

要性が示唆された。

[結語I

CEによる人工呼吸器保守管理業務および院内教育

は安全な医療を提供するうえで重要であ った。今後

は他職種との連携を深め、ニーズに合った業務を行

う必要があると考えられた。




